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朝鮮料理の構造解析　　－「家庭で作る朝鮮料理」を資料として一
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東京農大農：　　川端　晶子

正 司

〈目的〉日本の文化は大陸からそのほとんどが伝播され、日本人の心の故郷として、大陸

文化は大きな役割を果たしてきた。　食文化もその例にもれず、食素材、　食の作り方、
食器、食べ方など、いろいろな形で影響され、今に至っている 本研究では 郷土料理、-　-.
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民 族 料 理 な ど の 伝 統 食 や 、 日 常 食 の 構 造 を 解 析 し 、 健 康 と の 関 係 を 明 ら か に す る こ と を 目
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的 と し て 、 前 報 ま で に 日 本 の 郷 土 料 理 を 素 材 、 操 作 、 量 的 概 念 の 面 か ら 分 析 検 討 し て き た 。

今 回 は 、 朝 鮮 料 理 に つ い て 分 析 し 、 そ の 構 造 を 明 ら か に す る 事 を 試 み る と 共 に 、 民 族 料 理

分 析 の ツ ー ル と し て の 生 活 概 念 分 類 表 の 妥 当 性 を 試 み た 。

〈方法〉「家庭でつくる朝鮮料理」（評伝社）を資料に、ここに掲載されている料理135
種を分析対象とした。　この135 種の朝鮮料理を、その素材と作り方（操作）について生

活概念分類表を用いて、前報と同様に集計した。

〈結果〉①朝鮮料理における素材の数は7  7 種で、これの累積出現頻度は１ １ ８ ７件であ

あった。　また、調理操作の数は1 0 9 種で、累積出現頻度は2  0 17 件であった。
②朝鮮料理における素材の分析では、最も多く用いられていたのが「香辛料9.68  % 」、

次いで「ゴマ油9.26  % 、ゴマ8.50  % 、醤油8.26  % 」などの調味料であった。　素材

では「葉菜6.20  % 、茎菜4.50  % 」と、野菜類の出現頻度の高い事、又、「エビ、カニ」
等の出現頻度は反対に非常に低い事が示された。　③朝鮮料理における調理操作では、最

も多いものが「加える15.52 ％」、次いで「切る15.17 ％、洗う4.36  % 、味をつける
3.56 % 」であった。「炒める、煮る、焼く」などの出現頻度は低い値として示された。
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λダン^/T 一午の体積矢化に為よぼす小安物粒5･の分却 語にフロて
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右入求し->r － 午 の不 可 欠 な成 令・ －フt あ る 。 スポ ン ジr 一 々 の体 履 や

品 質,z ふぺにｒ寸粉 。 役 割 リ ト か に す るた め に 小 少数 と小 す デ"ン ア ンの 比軟 かt?.  T ン

ア ン仕 手・ 冷散 状駿 が ヤ ー寺 の 体積 に飯 き く影 饗 す るこ と 乞 見出i  だ 。

方法 ； 材 料 はごﾄ 寺 粉 ， 晰 砂 糖 剔 払 い 水 ヤ 膨化 利 な とヽ it 用 口 なi ヽ7 だ ， 材 料 の 差 本

配 合 はヽ そ れ 抑 川CGi とI  he  茜 立 て法 に よ っ て ， フ ォ ーA の 比 奎t  0.30 ベ 叉 と｡な るよう

に ミ キ ン ンブ･I  Tzi  り に 小 今粉 左加 え て,  /,≒/ タ ー と し/-r， こ の/V  <■/ タ ー30Da-i.  /b ． 径 の

L-,      十 璽 に ぺ れ て い 巧 土2r に狽 斤L  社無 風 見 万- ア ン て噸フタ 岡 焙 焼 し て， ス が ン5>"r 一

考 を鋼 製 し 昿 小 事粉 を肋 ，2c ズ 相 当量 に浦 少さ-tt託 も の ， お ふび ，ふ 寺島 包示 寺f ン ア

ン に お き か £ だt の に つ い て同 徒 に スタ

キの特 性 値 左レT  / －7  － で測 定 し ，顕 筒 匯 にJ ごっ て殺 粒 壬 の分 散 状 銘 左観 察 し 官 能的

評 傾E  /ト4 ズ エ 法 に よ7 で 行 斥 っ長 。

結 果；　印 スn? ン ジ す 一考 の 材料 のう ち ，r  - キ の体 積ni 祠 ，f 着 ・ 比 率 お=も ツ とも 大

ざ な影響 さ 与 之 に(Z バ 叶 粉 を小 寺 デ ン プ ン ぱお き^ ヽ2-3 と ，r  － キ り 体 穐 と｡き め の状

紡 に改 善 お認IT) ら れ た。 囚 小 事粉 包加 まT- ＼tbD% に 浦 ケご 七3 レr- ヤ の 体巌, よ増 大

しre ， 小 今 ず ン プ ンに フ 目 てt  I司孤 ・ 傾 向 が認 めら れh ， ㈲ 受 に，小 ず粉 のに 李 之卯 ，

20% に 識 量 す ると. r 一 十 の中 央 節 分 か吠, まく 落 ちこん 芒．L5) 鴉 り 冷 量 の 号 ケ1^ ヽﾉ ヽす
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と`影 響 を 与^ な# ヽ7  だ ，


